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【方法】2000 年時点での IF の高いものから順に、一般医学雑誌３誌と精神医
学雑誌５誌を選択した。2000〜2002 年の 3 年間にこれらに掲載された論文の











（RCT）が 74 本、観察研究が 7 本、ケースシリーズが 2 本であった。それぞ
れに対応する新規論文を検索したところ「新規論文なし」が 40 本、新規論文が
見つかったものが 43 本あった。この 43 比較のうち「効果確認」が 16 本、「弱
い効果」が 11 本、「効果なし」が 16 本であり、効果が確認されたものの割合
は 37%であり、先行研究よりもさらに低かった。元論文の SMD は 0.72±0.39、





認」群は 161 と線形性が認められた。ROC 解析を行ったところ、100 前後にカ
























大きさを Standardised Mean Difference を用いて比較し、「効果確認」「弱い
効果」「効果なし」に分類した。「効果確認」の割合を主要アウトカムとした。 
【結果】元論文 83 本に対応する新規論文は 43 本見つかり、「効果確認」16 本、
「弱い効果」11 本、「効果なし」16 本であった。「効果確認」の割合は 37%
であり、「効果なし」「弱い効果」「効果確認」の順にサンプル数が多くなっ
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